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学　校　行　事　《 第３学期 》
1月8日　始業式
　　9日　1・２年　GPS-Academic 
　　13日　1年　小論文試験
　　18日　1年・２年特進　記述模試
　　　　　３年　大学入学共通テスト自己採点
　　19日　２年特進　記述模試
　　22日　推薦入学試験（普通・特進）
　　23日　実用英語技能検定（1・２年全員受験）
　　27日　２年　志望理由書講座
　　29日　オンライン授業（〜２月４日）
２月３日　２年　志望理由書サポート（自宅にて実施）
　　5日　２年普通コース　日大チャレンジ模試
　　　　　２年特進コース　共通テスト模試（〜6日）

◦総合型・学校推薦型選抜合格者報告会はオンライン公開形式にて実施しました。（1月30日〜２月6日）
◦２年　修学旅行は新型コロナウイルス感染再拡大に伴い中止しました。
◦1年　小論文講座はオンライン形式にて実施しました。（２月15日〜２月20日）
◦一般入学試験では新型コロナウイルス感染再拡大に伴い面接試験を中止しました。

　　8日　1・２年　オンライン授業（〜9日）
　　10日　一般入学試験（普通・特進）
　　25日　３年　３年生を送る会
　　　　　1・２年　平常授業
　　28日　第70回卒業証書授与式
３月6日　1・２年　学年末試験（〜10日）
　　７日　新入生招集日
　　13日　1・２年　答案返却日・ポートフォリオ入力日
　　　　　一般選抜合格者報告会
　　16日　普通救命講習会
　　19日　令和２年度修業式
　　23日　春期外部特別講座（〜 27日）

全日本学生清書コンクールで文部科学大臣賞を受賞した３年E組中里さん
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第
七
十
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
、
令
和
三

年
二
月
二
十
八
日
（
日
）、
本
校
体
育
館
に

て
挙
行
さ
れ
た
。
四
八
一
名
（
男
子
二
〇
六

名
・
女
子
二
七
五
名
）
の
卒
業
生
が
、
数
々

の
思
い
出
と
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
　

―　

式　

次　

第　

―

開
式

国
歌
斉
唱

卒
業
証
書
授
与

　

総
代　

鈴
木　

蘭
乃
（
向
陽
中
）

日
本
大
学
学
長
賞
（
学
業
部
門
）

　

間
山　

琴
美
（
文
京
九
中
）

日
本
大
学
学
長
賞
（
学
術
・
文
化
部
門
）

　

中
里　

美
紀
（
南
砂
中
）

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
（
団
体
）

　

放
送
部
代
表　

稲
垣　

晴
香
（
生
田
中
）

　

演
劇
部
代
表　

佐
田　

葵
（
大
森
十
中
）

優
等
賞

　

代
表　

米
田　

仁
貞
（
太
子
堂
中
）

皆
勤
賞
・
精
勤
賞

　

代
表　

諏
訪　

来
望
（
和
田
中
）

校
長
賞
（
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護
者
）

　

代
表　

諏
訪　

聖
子

生
徒
会
功
労
賞

　

代
表　

永
作　

和
佳
苗
（
鈴
ヶ
森
中
）

学
校
長
式
辞

　
　
　
　

川
原　

容
子

学
長
告
辞

　
　
　
　

加
藤　

直
人

学
校
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

木
島　

桜
子
（
月
寒
中
）

卒
業
生
か
ら
学
校
へ
記
念
品
贈
呈

　

代
表　

富
岡　

由
妃
（
牛
込
一
中
）

同
窓
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

野
口　

芽
里
（
枡
形
中
）

桜
園
会
か
ら
卒
業
生
へ
記
念
品
贈
与

　

代
表　

川
住　

伊
代
（
品
川
学
園
中
）

在
校
生
代
表
送
辞

　
　
　
　

大
曽
根　

靖
也
（
南
菅
中
）

卒
業
生
代
表
答
辞

　
　
　
　

田
村　

隆
太
朗
（
浅
間
中
）

卒
業
生
保
護
者
代
表
謝
辞

　
　
　
　

木
島　

薫
子
殿

校
歌
斉
唱

閉
式

各
賞
受
賞
者

【
日
本
大
学
か
ら
の
表
彰
】

学
長
賞

　

Ｇ　

間
山　

琴
美
（
文
京
九
中
）

日
本
大
学
学
長
賞　

学
術
・
芸
術
部
門

　

Ｅ　

中
里　

美
紀
（
南
砂
中
）

優
秀
賞　

学
術
・
文
化
部
門
（
団
体
）

　

放
送
部
・
演
劇
部

優
等
賞

　

Ｂ　

永
作　

和
佳
苗
（
鈴
ヶ
森
中
）

　

Ｂ　

清
水　

遥
希
（
松
木
中
）

　

Ｂ　

米
田　

仁
貞
（
太
子
堂
中
）

　

Ｈ　

木
島　

桜
子
（
月
寒
中
）

　

Ｈ　

富
岡　

由
妃
（
牛
込
一
中
）

　

Ｇ　

間
山　

琴
美
（
文
京
九
中
）

　

Ｉ　

諏
訪　

来
望
（
和
田
中
）

　

Ｋ　

野
口　

芽
里
（
枡
形
中
）

　

Ｍ　

鈴
木　

蘭
乃
（
向
陽
中
）

　

Ｎ　

川
住　

伊
代
（
品
川
学
園
中
）

【
本
校
か
ら
の
表
彰
】

皆
勤
賞
〔
校
長
賞
〕

※〔　

〕
内
は
校
長
賞
＝
皆
勤
賞
受
賞
者
の
保
護

者
に
贈
る

　

Ａ　

伊
藤　

碧
斗（
三
鷹
六
中
）〔
美
知
子
〕

　
　
　

木
下　

凜
音
（
尾
山
台
中
）〔
珠
美
〕

　
　
　

郷　

姫
奈（
立
川
三
中
）〔
あ
け
み
〕

　
　
　

髙
橋　

陽
菜（
市
川
二
中
）〔
眞
貴
代
〕

　
　
　

床
枝　

紀
香
（
砂
町
中
）〔
麻
紀
子
〕

　
　
　

豊
島　

心
子
（
荻
窪
中
）〔
京
子
〕

　
　
　

二
宮　

明
南
（
大
坂
上
中
）〔
知
美
〕

　
　
　

溝
口　

颯
空
（
瑞
雲
中
）〔
有
紀
子
〕

　

Ｂ　

田
辺　

真
梨
（
調
布
三
中
）〔
康
江
〕

　
　
　

鶴
岡　

千
咲
（
関
中
）〔
順
子
〕

　
　
　

永
作　

和
佳
苗（
鈴
ヶ
森
中
）〔
晶
子
〕

　
　
　

中
野　

遥
（
中
原
中
）〔
弘
子
〕

　
　
　

野
澤　

雅
治
（
南
浦
和
中
）〔
正
枝
〕

　
　
　

増
田　

佳
大
（
三
鷹
一
）〔
裕
子
〕

　
　
　

横
溝　

大
知
（
大
森
四
中
）〔
典
子
〕

　

Ｃ　

石
井　

温
人
（
両
国
中
）〔
明
希
子
〕

　
　
　

市
川　

拓
実
（
日
進
中
）〔
恵
子
〕

　
　
　

小
池　

凌
（
千
歳
中
）〔
弘
美
〕

　
　
　

寺
島　

滉
介（
伊
藤
学
園
中
）〔
美
和
〕

　
　
　

平
野　

萌
香（
目
黒
中
央
中
）〔
朋
子
〕

　
　
　

穂
坂　

莉
央（
東
京
学
芸
大
小
金
井
中
）

〔
由
香
〕

　

Ｄ　

秋
和　

美
有
紀
（
松
沢
中
）〔
幸
恵
〕

　
　
　

小
野
寺　

愛
（
府
中
三
中
）〔百

合
子
〕

　
　
　

尾
吹　

康
大
（
谷
口
中
）〔
多
佳
子
〕

　
　
　

川
口　

竜
之
介
（
尾
久
八
幡
中
）

〔
祐
佳
子
〕

　
　
　

川
田　

彩
加
（
住
吉
中
）〔
香
里
〕

　
　
　

西
園
寺　

彩
加
（
調
布
中
）〔
珠
美
〕

　
　
　

齋
藤　

陽
和
（
第
三
砂
町
中
）

〔
麻
由
美
〕

　
　
　

島
崎　

玲（
国
分
寺
一
中
）〔
佐
和
子
〕

　
　
　

長
久
保　

あ
か
ね
（
東
調
布
中
）

〔
春
枝
〕

　

Ｅ　

窪
田　

奈
津
子
（
駒
留
中
）〔
七
江
〕

　
　
　

佐
々
木　

駿
介（
東
山
田
中
）〔
美
恵
〕

　
　
　

髙
橋　

良
輔
（
調
布
六
中
）〔
初
音
〕

　
　
　

半
澤　

史
郷
（
南
砂
中
）〔
雪
子
〕

　

Ｆ　

江
副　

優
里（
武
蔵
野
二
中
）〔
弘
美
〕

　
　
　

清
水　

琳
太
郎（
清
明
学
園
）〔
由
美
〕

　
　
　

鈴
木　

萌
子
（
新
宿
西
戸
山
中
）

〔
宏
子
〕

　
　
　

津
田　

朋
輝
（
大
野
南
中
）〔
裕
子
〕

　
　
　

牧
野　

航
大
（
長
房
中
）〔
映
江
〕

　
　
　

町
田　

亜
子（
三
鷹
六
中
）〔
真
理
子
〕

　
　
　

三
沢　

真
之
介
（
代
々
木
中
）

〔
夕
貴
子
〕

　
　
　

水
石　

麻
友
（
野
川
中
）〔
典
子
〕

　

Ｇ　

田
村　

隆
太
朗
（
浅
間
中
）〔
準
子
〕

　
　
　

藤
原　

美
月
（
稲
城
三
中
）〔
靖
子
〕

卒業おめでとう卒業おめでとう
令和２年度令和２年度    第70回卒業証書授与式第70回卒業証書授与式

　
　
　

松
井　

咲
樹
（
三
鷹
一
中
）〔
俊
子
〕

　
　
　

松
本　

の
ど
か
（
本
田
中
）〔
恭
子
〕

　
　
　

間
山　

琴
美
（
文
京
九
中
）〔
恵
美
〕

　
　
　

宮
川　

優
羽
（
三
鷹
七
中
）〔
由
希
〕

　

Ｈ　

池
田　

春
陽
（
滝
野
川
紅
葉
中
）

〔
恵
子
〕

　
　
　

島
渕　

梨
乃
（
犬
蔵
中
）〔
香
奈
〕

　
　
　

常
深　

真
由（
阿
佐
ヶ
谷
中
）〔
真
美
〕

　
　
　

富
岡　

由
妃
（
牛
込
一
中
）〔
竹
美
〕

　
　
　

長
澤　

壮
大
（
千
歳
中
）〔
友
紀
〕

　
　
　

廣
川　

裕
香
里（
足
立
九
中
）〔
敦
子
〕

　
　
　

深
谷　

怜
音
（
諏
訪
台
中
）〔
千
秋
〕

　
　
　

森　

か
れ
ん
（
二
之
江
中
）〔
勝
美
〕

　
　
　

山
口　

哲
門
（
滝
野
川
紅
葉
中
）

〔
郁
子
〕

　

Ｉ　

江
﨑　

実
幸
（
府
中
一
中
）〔
智
子
〕

　
　
　

太
田　

楓
子
（
西
高
津
中
）〔
師
子
〕

　
　
　

諏
訪　

来
望
（
和
田
中
）〔
聖
子
〕

　
　
　

髙
橋　

千
尋
（
成
瀬
台
中
）〔
洋
子
〕

　
　
　

地
井　

峻
介
（
向
陽
中
）〔
奈
都
子
〕

　
　
　

堀
内　

杏
美
（
立
川
七
中
）〔
美
保
〕

　
　
　

圓
山　

律
平
（
落
合
二
中
）〔
優
子
〕

　
　
　

村
内　

悠
侑
希（
調
布
五
中
）〔
公
一
〕

　
Ｊ　

阿
部　

木
葉
（
宮
崎
中
）〔
ひ
と
み
〕

　
　
　

﨑
玉　

彩
奈
（
神
代
中
）〔
芳
枝
〕

　
　
　

平
野　

怜
奈
（
赤
塚
三
中
）〔
亜
弓
〕

　
　
　

福
田　

真
彩
（
青
木
中
）〔
敦
子
〕

　
　
　

前
田　

皓
輝
（
糀
谷
中
）〔
絢
子
〕

　

Ｋ　

宇
田
尻　

蘭
（
砧
中
）〔
正
美
〕

　
　
　

北
村　

寛
太
（
千
歳
中
）〔
千
春
〕

　
　
　

武
居　

佑
美
（
三
鷹
一
中
）〔
直
美
〕

　
　
　

出
浦　

碧
（
枡
形
中
）〔
尚
子
〕

　
　
　

野
口　

芽
里
（
枡
形
中
）〔
裕
子
〕

　
　
　

水
戸
部　

紗
月（
白
金
の
丘
中
）〔
円
〕
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Ｌ　

田
中　

陽
（
榛
松
中
）〔
真
弓
〕

　
　
　

難
波　

桃
子

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校
）〔
繭
子
〕

　
　
　

原
田　

和
佳（
稲
城
三
中
）〔
乃
里
子
〕

　
　
　

藤
井　

智
乃
（
五
橋
中
）〔
京
子
〕

　
　
　

吉
田　

友
輝
（
桜
丘
中
）〔
百
合
〕

　

Ｍ　

新
垣　

未
来
（
貝
塚
中
）〔
奈
穂
子
〕

　
　
　

齊
藤　

麻
那
（
高
松
中
）〔
智
恵
子
〕

　
　
　

須
藤　

明
里（
武
蔵
野
東
中
）〔
直
美
〕

　

Ｎ　

宮
澤　

希
々
（
文
花
中
）〔
有
里
〕

精
勤
賞

　

Ａ　

大
塚　

竣
斗
（
小
山
中
）

　
　
　

近
藤　

大
祐
（
弦
巻
中
）

　

Ｂ　

設
楽　

源
太
（
浮
間
中
）

　
　
　

米
田　

仁
貞
（
太
子
堂
中
）

　
　
　

渡
邊　

美
和
（
中
村
中
）

　

Ｃ　

須
永　

晃
大
（
石
神
井
東
中
）

　
　
　

奈
良　

朋
実
（
ひ
よ
ど
り
山
中
）

　

Ｄ　

石
川　

智
晴
（
東
金
町
中
）

　
　
　

大
野　

晃
聖
（
大
井
中
）

　
　
　

河
原　

俊
介
（
西
高
津
中
）

　
　
　

寺
﨑　

笙
子
（
御
園
中
）

　
　
　

西
川　

歩
花
（
上
尾
中
）

　

Ｅ　

磯
津　

良
太
（
府
中
二
中
）

　
　
　

岩
崎　

敏
久
（
南
部
中
）

　
　
　

大
澤　

創
（
目
黒
八
中
）

　
　
　

小
杉　

優
斗
（
宮
内
中
）

　
　
　

齋
藤　

陽
菜
（
木
太
中
）

　
　
　

柴　

友
寛
（
練
馬
東
中
）

　
　
　

中
里　

美
紀
（
南
砂
中
）

　

Ｆ　

安
藤　

汐
理
（
原
山
中
）

　
　
　

梶
原　

健
太
亮
（
松
渓
中
）

　
　
　

岸
田　

真
奈
（
日
吉
台
西
中
）

　
　
　

堀
内　

杏
唯
（
立
川
七
中
）

　
　
　

山
縣　

匠
（
井
草
中
）

　
　
　

山
本　

萌
（
泉
南
中
）

　
　
　

柚
木　

哲
太
（
南
大
師
中
）

　

Ｇ　

則　

千
砂
子
（
大
森
七
中
）

　
　
　

前
田　

亜
子
（
石
川
台
中
）

　
　
　

三
井
乃
々
花
（
掛
川
西
中
）

　

Ｈ　

黒
田　

莉
早
（
菅
中
）

　
　
　

下
山　

晴
也
（
稲
城
二
中
）

　
　
　

樋
口　

詩
織
（
小
松
川
二
中
）

　

Ｉ　

梅
原　

由
衣
（
伊
藤
学
園
中
）

　
　
　

志
村　

夏
実
（
深
川
七
中
）

　
　
　

寺
田　

裕
香
（
横
山
中
）

　
　
　

山
中　

皓
葉
（
泉
南
中
）

　
Ｊ　

後
藤　

亜
実
（
上
石
神
井
中
）

　
　
　

瀬
戸　

麻
理
乃
（
上
石
神
井
中
）

　

Ｋ　

齋
藤　

菜
沙
奈
（
浮
間
中
）

　
　
　

竹
垣　

実
咲
（
牛
込
一
中
）

　
　
　

土
谷　

育
生
（
南
菅
中
）

　

Ｌ　

小
池　

里
歩
（
新
宿
中
）

　
　
　

樋
口　

佳
芳
（
石
神
井
東
中
）

　
　
　

田
中　

優
衣
（
西
宮
中
）

　
　
　

宮
下　

柚
葉
（
高
南
中
）

　

Ｎ　

稲
垣　

晴
香
（
生
田
中
）

　
　
　

蛯
名　

廉
（
落
合
第
二
中
）

　
　
　

大
塚　

素
良
（
代
々
木
中
）

　
　
　

堂
野　

兼
冴
（
西
高
津
中
）

　
　
　

橋
本　

夏
実
（
東
村
山
四
中
）　　

　
　
　

村
田　

瑞
季
（
滝
野
川
紅
葉
中
）

　
　
　

守
谷　

梓
沙
（
調
布
六
中
）

生
徒
会
功
労
賞

○
生
徒
会
長

　

田
村　

隆
太
朗　
（
浅
間
中
）

○
生
徒
会
副
会
長

　

鈴
木　

源
人　
（
西
台
中
）

○
生
徒
会
会
計

　

藤
春　

織
音
（
国
立
三
中
）

○
学
級
委
員

　

河
原　

俊
介
（
西
高
津
中
）

○
風
紀
委
員

　

森　

悠
紀
（
生
田
中
）

○
厚
生
委
員

　

根
岸　

岳
（
蕨
一
中
）

○
図
書
委
員

　

南
本　

遥
香
（
桜
木
中
）

○
体
育
祭
実
行
委
員

　

原
田　

陽
平
（
東
田
中
）

○
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員

　

小
杉　

優
斗
（
宮
内
中
）

○
編
集
委
員

　

櫻
井　

莉
子
（
光
が
丘
三
中
）

○
選
挙
管
理
委
員

　

該
当
者
な
し

部
活
動
【
体
育
系
】

○
ス
キ
ー
部

　

新
井　

悠
斗
（
三
鷹
五
中
）

　

佐
藤　

亜
海
（
西
新
宿
中
）

○
水
泳
部

　

石
井　

温
人
（
両
国
中
）

　

内
田　

好
（
三
鷹
一
中
）

○
陸
上
競
技
部

　

辻
井　

亮
羽
（
南
中
山
中
）

○
野
球
部

　

西
岡　

良
祐
（
日
の
出
中
）

○
サ
ッ
カ
ー
部

　

根
岸　

慶
伍
（
大
森
六
中
）

○
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

山
田　

朋
孝
（
千
歳
中
）

○
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

永
作　

和
佳
苗
（
鈴
ヶ
森
中
）

○
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

山
田　

一
輝
（
関
中
）

○
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

加
藤　

怜
奈
（
大
泉
学
園
中
）

○
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

村
上　

裕
樹
（
原
宿
外
苑
中
）

○
テ
ニ
ス
部

　

地
井　

峻
介
（
向
陽
中
）

　

樋
口　

佳
芳
（
石
神
井
東
中
）

○
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

戸
島　

颯
大
（
上
石
神
井
中
）

○
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

河
野　

瑠
凪
（
南
生
田
中
）

○
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

齊
藤　

慶
悟
（
光
が
丘
二
中
）

　

平
野　

萌
香
（
目
黒
中
央
中
）

○
剣
道
部

　

川
口　

純
奈
（
清
泉
中
）

○
弓
道
部

　

則　

千
砂
子
（
大
森
七
中
）

　

小
嶺　

翼
（
芦
花
中
）

○
空
手
道
部

　

笠
原　

啓
（
調
布
六
中
）

　

田
中　

千
紗
都
（
墨
田
中
）

○
ゴ
ル
フ
部

　

江
澤　

広
太
郎
（
汐
見
台
中
）

○
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

田
中　

健
太
（
十
条
富
士
見
中
）

　

橋
本　

夏
実
（
東
村
山
四
中
）

部
活
動
【
文
化
系
】

○
写
真
部

　

堀
内　

杏
美
（
立
川
七
中
）

○
放
送
部

　

豊
島　

心
子
（
荻
窪
中
）

○
サ
イ
エ
ン
ス
部

　

内
山　

滉
太
（
田
無
二
中
）

○
情
報
部

　

鹿
住　

航
世
（
上
板
橋
一
中
）

○
英
語
部

　

秋
和　

美
有
紀
（
松
沢
中
）

○
演
劇
部

　

佐
田　

葵
（
大
森
十
中
）

○
吹
奏
楽
部

　

尾
吹　

康
大
（
谷
口
中
）

○
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部

　

佐
藤　

里
穂
（
三
室
中
）

○
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
部

　

関　

ひ
な
た
（
山
内
中
）

○
茶
・
華
道
部

　

髙
澤　

萌
奈
（
武
蔵
野
二
中
）

○
料
理
部

　

川
田　

彩
加
（
住
吉
中
）

○
書
道
部

　

中
里　

美
紀
（
南
砂
中
）

同
好
会

○
ダ
ン
ス
同
好
会

　

牧　

怜
奈
（
平
中
）

団
体
功
労
賞

　

ス
キ
ー
部

　

空
手
道
部

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

　

放
送
部

　

演
劇
部

【
そ
の
他
か
ら
の
表
彰
】

東
京
都
知
事
よ
り
表
彰

　

都
知
事
賞

　
　
　

鈴
木　

蘭
乃
（
向
陽
中
）

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
よ
り
表
彰

　

会
長
表
彰

　
　
　

田
村　

隆
太
朗
（
浅
間
中
）

東
京
都
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰

　

体
育
優
良
生
徒

　
　
　

田
中　

健
太
（
十
条
富
士
見
中
）

　
　
　

橋
本　

夏
実
（
東
村
山
四
中
）

　

文
化
活
動
優
良
生
徒

　
　
　

稲
垣　

晴
香
（
生
田
中
）

　
　
　

佐
田　

葵
（
大
森
十
中
）
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い
い
人
と
の
出
会
い

学
校
長
　
川
　
原
　
容
　
子

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
鶴
ヶ

丘
高
校
で
の
三
年
間
は
、
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
か
？

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
そ
の
た
っ
た

三
年
間
で
し
た
が
、
地
域
の
ま
っ
た
く
違

う
多
く
の
仲
間
と
出
会
い
、
高
校
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
、
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
自
分

と
向
き
合
い
、
大
き
く
成
長
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鶴
ヶ
丘
で
の
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
学
び
を

糧
に
、
今
後
は
、
単
一
の
物
差
し
で
は
な

く
、
複
合
的
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
差
し
に

照
ら
し
て
、
素
直
に
生
き
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
学
校
が
休
校
に
な
っ
て
か
ら
一
年
が
た

ち
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
は
終
息
す
る
ど

こ
ろ
か
、
変
異
の
脅
威
も
加
わ
り
、
先
行

き
は
さ
ら
に
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
と
効
果
も
い
ま

だ
限
定
的
で
も
あ
る
の
で
、
こ
の
コ
ロ
ナ

と
の
長
距
離
マ
ラ
ソ
ン
は
ま
だ
続
い
て
い

き
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
生
活
に
お
い
て

は
、
常
に
自
分
を
信
じ
、
さ
ら
に
周
囲
の

大
切
な
人
を
信
じ
て
支
え
て
欲
し
い
と
、

こ
れ
ま
で
も
話
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

後
も
含
め
て
、
厳
し
い
環
境
で
辛
い
思
い

を
お
互
い
に
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
今
後

も
「
人
を
慮
る
気
持
ち
」
は
大
切
に
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
三
年
間
で
、
年
齢
を
問
わ

ず
ど
ん
な
「
い
い
人
と
の
出
会
い
」
が
あ

り
ま
し
た
か
？

私
自
身
は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
会
え
る

機
会
が
少
し
で
も
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
は

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
引
き
受

け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
立
場
上
、
学
校
関
係
者
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
他
分
野
の
人
に
は
、
よ

り
積
極
的
に
気
持
ち
が
動
き
ま
す
。
異
分

野
の
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
で
は
、
そ
の
チ
ャ

ン
ス
が
多
く
持
て
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
開
催
前
に
は
、
大
き

な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
周
囲
の
方
々
に

自
分
か
ら
挨
拶
に
行
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、場
が
和
や
か
に
な
り
、ワ
ー

キ
ン
グ
な
ど
が
始
ま
れ
ば
、
と
て
も
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

参
加
後
の
達
成
感
と
と
も
に
、
多
様
な

人
々
と
の
対
話
か
ら
、
自
分
の
課
題
の
解

決
策
が
、
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
か
ら
見

え
た
り
も
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
に
、
な
に

よ
り
も
元
気
を
い
た
だ
け
る
の
が
醍
醐
味

で
す
。

『
運
』
と
は
、
自
ら
が
作
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
多
様
な
人
々
と
の
出
会

い
の
中
で
、
人
は
他
者
の
言
葉
か
ら
自
ら

を
育
て
、
さ
ら
に
は
道
を
拓
い
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
が
、
大
学
卒
業
後
、
教
員
を
今

ま
で
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
の
も
、
教

職
員
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
多

く
の
鶴
高
生
と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
、
こ

こ
ま
で
導
い
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
あ
な
た
た
ち
に
は
チ
ャ
ン
ス

を
見
逃
さ
な
い
で
、
多
く
の
「
い
い
人
と

の
出
会
い
」
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
の
中
に
、『
運
』
を
引
き

寄
せ
て
く
れ
る
出
会
い
が
必
ず
あ
り
ま
す
。

超
ス
マ
ー
ト
な
世
界
で
あ
っ
て
も
、
出
会

い
の
持
つ
力
は
、
想
像
以
上
に
大
き
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
い
い
人
と
の
出
会
い
」
を
大
事
に
、

一
生
を
か
け
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

や
生
き
が
い
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
は
、
今
考
え
て
い
る
道
の
、
ほ
ん

の
入
り
口
に
立
て
た
だ
け
で
す
か
ら
…
…

改
め
て
、
あ
な
た
た
ち
に
縁
あ
って
出
会

え
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
！
そ
し
て
卒
業
お
め
で
と

う
！

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者（
書
道
）

三
年
Ｅ
組　

中
里　

美
紀
（
南
砂
中
）

昨
年
度
に
出
展
し
た
全
日
本
学
生
清
書

コ
ン
ク
ー
ル
で
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た

だ
け
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
小
学

一
年
生
か
ら
書
道
を
習
い
始
め
、
最
初
に

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
し
た
の
は
、
小
学
五

年
生
の
と
き
で
し
た
。
毎
年
そ
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
向
け
て
、
一
年
間
か
け
て
何
枚

も
の
清
書
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ず
っ

と
集
中
し
な
が
ら
書
き
続
け
、
納
得
の
い

く
一
枚
を
仕
上
げ
る
こ
と
は
と
て
も
大
変

で
し
た
。
心
が
折
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
こ

と
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
以
上
に
そ
の
頑
張
っ
た
努
力
が
認
め
ら

れ
、
結
果
に
結
び
つ
い
た
喜
び
の
方
が
大

き
か
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
前
は
ほ
ぼ
毎
日
通
い
ず
っ
と
付
き

添
っ
て
く
れ
た
先
生
、
つ
ら
い
と
き
に
支

え
て
く
れ
た
両
親
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
一
番
上
の
賞
で
あ
る
「
内
閣
総
理
大
臣

賞
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
六
月

に
準
師
範
の
資
格
を
と
り
、
い
つ
か
は
書

道
の
良
さ
や
魅
力
を
伝
え
る
側
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の

強
み
を
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
き
た
い
で
す
。
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激
動
の
時
代
を
生
き
る
君
た
ち
へ

学
年
主
任　

中
川　

光
（
地
歴
公
民
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
学
年
で
は
一

年
次
は
担
任
と
し
て
、
二
年
次
か
ら
は
学
年
主
任
と
し

て
君
た
ち
と
関
わ
れ
た
こ
と
で
、
私
自
身
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
十
分
満
足
で
き
る
よ
う
な
学
年
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
が
、
君
た

ち
が
生
き
て
い
く
時
代
に
お
い
て
も
今
後
予
想
だ
に
し

な
い
出
来
事
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
時
こ
そ
、
強
い
意
志
を
も
っ
て
失
敗
を
恐
れ

ず
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
進
む
べ
き
道
を
自
ら
切
り
開
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
更
に
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て

益
々
活
躍
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
改
め

て
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

出
会
い
に
感
謝
をＡ

組
担
任　

寺
島　

伊
織
（
数
学
科
）

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

こ
の
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
思
い

出
が
あ
り
ま
す
か
？
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、文
化
祭
、

体
育
祭
、
修
学
旅
行
な
ど
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
楽
し
い
思
い
出
の
中
に
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

や
友
人
の
姿
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
仲
間
と
と
も
に
経

験
で
き
る
か
ら
こ
そ
学
べ
る
こ
と
、
楽
し
め
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

人
と
の
出
会
い
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で
す
。
今
ま

で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
た
ち
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

Be a Star.

Ｂ
組
担
任　

蔦
原　

玲
（
英
語
科
）

“A
ll the w

orld's a stage,
A

nd all the m
en and w

om
en m

erely players."
（
こ
の
世
は
舞
台
で
あ
り
、
男
も
女
も
み
な
役
者
な
の

だ
。）あ

な
た
だ
け
の
物
語
の
、
誰
に
も
似
て
い
な
い
主
役

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

良
き
人
生
を
！

三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ

Ｃ
組
担
任　

小
山　

拓
哉
（
国
語
科
）

皆
さ
ん
は
『
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
』
と
い
う
歌

を
ご
存
知
で
す
か
。
歌
は
い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
る
こ
と

な
く
、
人
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で

す
。
本
校
創
立
初
と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
や
授
業
な
ど
、
や
っ
て
み
る
と
意
外
に
楽
し
さ
を
感

じ
る
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
。
激
動
の
時
代
を
健
康
第
一

で
、
前
向
き
に
生
き
抜
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

卒
業
お
め
で
と
う

Ｄ
組
担
任　

中
森　

秀
紀
（
理
科
）

「
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
や

で
き
る
こ
と
が
あ
る
。」

こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
い
に
活
か
し
、
こ
の
激

動
の
時
代
を
生
き
抜
い
て
く
だ
さ
い
！ 

卒
業
お
め
で
と
う
。

災
い
（
禍
）
転
じ
て
…Ｅ

組
担
任　

近
藤　

明
宏
（
理
科
）

「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
「
禍
」
と
は
わ
ざ
わ
い
の
意
味
で

す
が
、「
災
い
」
と
は
何
が
違
う
の
か
調
べ
て
み
ま
し

た
。「
禍
」
は
単
な
る
不
幸
で
は
な
く
「
思
わ
ぬ
不
幸
」

を
指
す
と
い
う
意
味
で
し
た
。
卒
業
式
を
迎
え
る
今
も

「
禍
」
の
真
っ
只
中
で
す
が
、
何
が
で
き
る
か
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
四
月
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
生
徒
も
教

員
も
慣
れ
な
い
中
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ
た
Ｈ
Ｒ
や
授
業
な

ど
を
始
め
ま
し
た
。
世
の
中
の
高
校
生
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

Ｈ
Ｒ
や
授
業
を
す
る
な
ど
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で

す
が
、
今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
生

も
同
様
で
し
ょ
う
。
三
年
前
に
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
導
入
し
た

こ
ろ
に
感
染
症
が
流
行
す
る
な
ど
想
定
外
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
学
び
を
止
め
な
い
」
上
で
重
要
な
要

素
の
一
つ
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
び
の
主
体
は

学
習
者
本
人
で
す
。
大
学
生
、
そ
し
て
社
会
人
に
な
っ

て
も
「
主
体
的
に
学
ぶ
」
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
思
わ
ぬ
経
験
を
次
に
生
か
す
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
さ
に
「
禍
」
転
じ
て
「
福
」
と
為
す
と
き
で

す
。「
福
」
は
待
っ
て
い
て
も
転
が
っ
て
こ
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
、
主
体
的
に
引
き
寄
せ
て
い
け
る
よ
う
精

進
し
て
く
だ
さ
い
！

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
切
り
開
く
君
た
ち
へ

Ｆ
組
担
任　

谷　

幸
一
朗
（
数
学
科
）

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
所
有
か
ら
共
有
の
時
代
」

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
境
界
が
な
く
な
る
時
代
」

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
横
と
の
つ
な
が
り
が
大
切
に

な
る
時
代
」

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
大
切
な
時
代
」

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
人
検
索
時
代
」

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
お
金
が
主
役
の
時
代
か
ら
あ

な
た
が
主
役
の
時
代
」

こ
れ
ら
の
話
を
幾
度
と
な
く
し
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
た
ち
の
能
力
を
解
放
し
て
く
だ
さ
い
。

世
の
中
で
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

君
た
ち
に
出
会
え
て
私
は
、
幸
せ
で
し
た
。

機
械
あ
る
者
は

Ｇ
組
担
任　

酒
匂　

守
夫
（
国
語
科
）

『
荘
子
』
の
天
地
編
に
こ
ん
な
話
が
あ
り
ま
す
。

孔
子
の
高
弟
の
一
人
子
貢
が
楚
の
国
に
出
掛
け
た

時
、
畑
を
作
る
老
人
を
見
か
け
た
。
そ
の
老
人
は
地
下

道
を
下
っ
て
井
戸
に
入
り
、
大
き
な
甕
に
井
戸
水
を
汲

み
、
抱
え
て
地
下
道
を
昇
っ
て
は
畑
に
撒
い
て
い
た
。

苦
労
の
割
に
は
効
果
が
少
な
い
。
そ
こ
で
子
貢
は
、
は

ね
つ
る
べ
と
い
う
機
械
を
使
え
ば
も
っ
と
楽
に
水
が
撒

け
る
と
老
人
に
提
案
し
た
。
す
る
と
老
人
は
少
し
顔
色

を
変
え
た
が
、
笑
っ
て
こ
う
答
え
た
。「
機
械
有
る
者

は
必
ず
機
事
有
り
。
機
事
有
る
者
は
必
ず
機
心
有
り
。

機
心
胸
中
に
存
す
れ
ば
則
ち
純
白
備
わ
ら
ず
。」
も
ち

ろ
ん
は
ね
つ
る
べ
な
ど
知
っ
て
い
る
の
だ
が
、
機
械
に

よ
っ
て
心
の
平
穏
が
乱
さ
れ
る
こ
と
を
厭
っ
て
、
老
人

は
使
う
こ
と
を
避
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
老
人
を
頑
固
す
ぎ
る
と
批
判
す
る
の
は
容
易
い

が
、
我
々
は
便
利
な
も
の
に
頼
る
こ
と
へ
の
警
戒
心
が

無
さ
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
僕
は
時
々
思
う
こ
と

が
あ
る
。
ス
マ
ホ
で
読
む
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
の
紙

の
媒
体
と
本
当
に
差
異
は
無
い
の
か
？
数
秒
で
送
れ

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
手
紙
に
書
か
れ
た
文
字
と
同
じ
重
さ

を
持
つ
の
か
？
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
書
か
れ
た
誰
か
の

体
験
や
レ
ビ
ュ
ー
は
身
を
以
っ
て
知
っ
た
こ
と
と
同
じ

か
？便

利
な
も
の
、
楽
で
き
る
も
の
は
決
し
て
人
を
美
し

く
ま
せ
ん
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
不
便
で
面
倒
な
環
境
で

暮
ら
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
美
し
い
大
人
に
な
ろ
う
！

じ
ゃ
あ
、
ま
た
な
。

時
間
の
大
切
さ

Ｈ
組
担
任　

片
桐　

暢
明
（
情
報
科
）

日
々
時
間
は
流
れ
続
け
て
い
ま
す
。

遊
ん
で
い
て
も
、
寝
て
い
て
も
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い

て
も
、
勉
強
し
て
い
て
も
時
間
は
流
れ
て
い
ま
す
。

時
間
の
大
切
さ
は
過
ぎ
去
っ
て
み
る
と
よ
く
分
か
り

ま
す
。

み
な
さ
ん
の
高
校
三
年
間
は
時
間
を
う
ま
く
使
え
た

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
進
学
し
、
社
会
に
出
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

言葉の花束
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こ
と
に
挑
戦
が
で
き
ま
す
。
こ
の
大
切
な
時
間
を
有
効

に
使
っ
て
自
分
に
と
っ
て
悔
い
の
な
い
人
生
を
つ
き
進

ん
で
く
だ
さ
い
。
卒
業
お
め
で
と
う
！

こ
の
世
で
一
番
偉
い
人
に
な
ろ
う

Ｉ
組
担
任　

賀
来　

義
蘭
（
地
歴
公
民
科
）

地
上
に
あ
る
星
を
誰
も
覚
え
て
い
な
い

人
は
空
ば
か
り
見
て
る

中
島
み
ゆ
き
さ
ん
の
歌
「
地
上
の
星
」
の
一
節
で
す
。

地
味
で
も
現
実
を
一
生
懸
命
生
き
る
た
く
さ
ん
の

人
々
に
よ
っ
て
社
会
は
支
え
ら
え
れ
て
い
ま
す
。
一
等

賞
に
な
れ
な
く
て
も
、
目
立
っ
た
活
躍
が
で
き
な
く
て

も
、
地
道
に
努
力
し
続
け
、
み
ん
な
の
た
め
に
頑
張
れ

る
星
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
お
め
で
と
う
。

最
後
に
笑
う
の
は
君
だ
！

Ｊ
組
担
任　

牛
尾　

文
洋
（
数
学
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
君
た
ち
に

こ
れ
を
言
い
た
い
。“
人
生
の
成
功
者
に
な
れ
”
と
！

卒
業
後
の
歩
む
道
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
う
が
、
自
分

の
選
択
し
た
道
に
後
悔
し
て
ほ
し
く
は
な
い
。
今
ま
で

の
反
省
を
ふ
ま
え
て
今
後
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
て
ほ

し
い
。
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

起
こ
る
だ
ろ
う
が
、
最
終
的
に
、
こ
の
最
終
的
に
、
が

大
事
！
自
分
の
思
い
描
い
て
い
た
よ
う
な
人
生
に
な
れ

ば
い
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。回
り
道
を
し
て
も
い
い
、

一
年
く
ら
い
休
息
し
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
明
確
な
目
標

を
も
っ
て
し
っ
か
り
考
え
た
の
で
あ
れ
ば
…
そ
う
な
る

た
め
に
、
人
間
は
一
生
努
力
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
私
は
思
う
。

艱
難
汝
を
玉
に
す

Ｋ
組
担
任　

津
田　

寛
行
（
保
健
体
育
科
）

多
く
の
我
慢
を
強
い
ら
れ
た
一
年
で
、
受
験
や
行
事

な
ど
本
当
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
苦
し
く
、

大
変
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
卒
業
す
る
君
た
ち
に
、
感

謝
と
尊
敬
の
念
を
抱
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
・
社
会
・
人
生
で
立
派
に
輝
く
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
規
制
・
規
律
」
か

ら
「
自
制
・
自
律
」
を
問
わ
れ
る
社
会
人
で
す
。
自
覚

と
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
君
た
ち
の
青

春
時
代
に
携
わ
れ
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。
ご
卒
業

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

い
つ
も
笑
顔
で
！

Ｌ
組
担
任　

千
葉　

佑
佳
（
国
語
科
）

三
年
生
の
み
な
さ
ん
、
い
よ
い
よ
卒
業
で
す
ね
！
お

別
れ
は
寂
し
い
で
す
が
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
み
ん

な
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
笑

顔
で
「
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
！
」
っ
て
挑
む
気
持
ち
を
大

事
に
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。ち
な
み
に
私
は
来
年
度
、

大
学
生
に
な
り
ま
す
！
お
互
い
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん

で
、
世
の
中
に
た
く
さ
ん
の
幸
せ
を
運
べ
る
と
い
い
よ

ね
。
ま
た
会
い
に
来
て
く
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
卒
業
お
め
で
と
う
！

出
会
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

Ｍ
組
担
任　

齊
藤　

裕
子
（
理
科
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
高
校
で
の
生
活
は

い
か
が
で
し
た
か
。
一
人
一
人
違
っ
た
三
年
間
を
過
ご

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
も
皆
さ
ん
一
人
一
人
と
全

部
違
っ
た
思
い
出
が
あ
り
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
思
い
出

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
偶
然
出
会
っ
た
よ

う
に
思
え
ま
す
が
、
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
出
会
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
日
常
の
小
さ
な
出
来
事
に
も
意
味
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま

す
ね
。
こ
こ
か
ら
先
の
出
会
い
に
も
、
そ
の
時
は
理
解

で
き
な
く
て
も
必
ず
意
味
が
あ
り
ま
す
。
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｎ
組
担
任　

冨
田　

俊
（
英
語
科
）

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
三
年
間
を

通
し
て
「『
本
気
』
以
外
に
人
生
を
楽
し
く
す
る
方
法

が
あ
る
な
ら
、
教
え
て
く
れ
」
と
話
し
て
き
ま
し
た
。

落
ち
込
む
時
も
、
立
ち
上
が
り
前
を
向
く
瞬
間
も
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
た
。「
本
気
」
で
愚
直
に
夢
を
追
い
か

け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
高
校
生
活
に
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
踏
ん
張
り
な
が
ら
努

力
す
る
姿
は
と
て
も
輝
き
、 

羨
ま
し
く
思
い
ま
し
た
。

卒
業
後
、「
本
気
」
で
生
き
る
大
人
に
な
る
こ
と
を
信

じ
て
い
ま
す
。
三
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

知
る
こ
と
で
、
世
界
が
変
わ
る

副
担
任　

黛　

京
子
（
地
歴
公
民
科
）

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
今
ま
で
の
私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
感
染
症
の
蔓
延
し
た
世
界
を
経
験
し
た
世
代
で

す
ね
。今
ま
で
の
価
値
観
や
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
る
、

ま
さ
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
逆

に
考
え
る
と
、
皆
さ
ん
の
新
し
い
考
え
方
や
行
動
に

よ
っ
て
、
新
し
い
世
界
・
時
代
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
時
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
新
し
い
時
代
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
知
り
、
多
く
の
価
値
観
や
考
え
方
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
「
世
界
」
が
変
わ
っ
て
見

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
可
能
性
を
込
め
た
皆
さ

ん
の
こ
れ
か
ら
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
願
い
ま
す
。

今
思
う
こ
と

副
担
任　

髙
橋　

良
弘
（
数
学
科
）

天
候
不
順
や
今
回
の
よ
う
な
感
染
症
爆
発
の
時
期
に

は
、
歴
史
的
に
は
戦
争
が
起
き
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

こ
れ
か
ら
の
不
安
定
な
時
代
を
生
き
抜
く
方
法
を
、
卒

業
に
あ
た
り
、
君
た
ち
に
伝
授
し
た
い
。

ズ
バ
リ「
日
本
中
に
有
り
余
っ
た
休
耕
田
を
耕
し
て
、

自
給
自
足
の
生
活
を
す
る
」。

人
は
皆
、
師
で
あ
る

副
担
任　

山
口　

重
喜
（
保
健
体
育
科
）

自
分
の
尊
敬
す
る
人
は
勿
論
の
こ
と
、
苦
手
と
す
る

人
で
も
、
す
べ
て
勉
強
と
思
え
ば
、
接
す
る
う
ち
に
い

ろ
い
ろ
と
学
ぶ
も
の
は
多
い
。

明
日
へ
向
か
っ
て

学
年
付　

田
口　

裕
基
（
英
語
科
）

一
年
次
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
本
格
導
入
元
年
、
二
年
次
は
英
語

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
翻
弄
さ
れ
、
三
年
次
は
コ
ロ
ナ

禍
に
巻
き
込
ま
れ
…
そ
ん
な
中
、
卒
業
し
て
い
く
君
た

ち
に
と
っ
て
、
逆
境
に
打
ち
勝
つ
、
も
し
く
は
受
け
流

す
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
最
大
の
収

穫
で
あ
る
。
君
た
ち
の
卒
業
に
際
し
、
長
渕
剛
の
楽
曲

の
一
節
を
贈
る
。

一
〇
本
の
指
で
一
〇
本
の
価
値
あ
る
も
の
を

な
ぞ
る
必
要
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
さ

ダ
サ
イ 

ク
サ
イ
は
誰
の
た
め
の
言
葉
？

肝
心
な
事
は
俺
が
ど
う
す
る
か
っ
て
事
さ

（
中
略
）

明
日
へ
向
っ
て

明
日
へ
向
っ
て

ず
っ
と
こ
の
ま
ま
突
っ
走
っ
て
行
け
ば
い
い

一
緒
に
歩
ん
だ
三
年
間学

年
付　

中
島　

朋
子
（
養
護
）

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
が
鶴
ヶ
丘
高
校
に
き
た
の
も
皆
さ
ん
と
同
じ
三
年

前
で
し
た
。
皆
さ
ん
と
過
ご
し
た
三
年
間
は
私
に
と
っ

て
も
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
、今
ま
で
の
人
生
で
一
番
、

時
間
が
過
ぎ
る
の
を
早
く
感
じ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
ど
う
で
し
た
か
。
楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
る
と
き
は
短
く
感
じ
、
辛
く
て
苦
し
い
時
は
一
日
が

と
っ
て
も
長
く
感
じ
ま
す
よ
ね
。
そ
ん
な
日
々
を
過
ご

し
な
が
ら
も
通
い
続
け
た
三
年
間
、「
よ
く
頑
張
っ
た
」

と
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
鶴
ヶ
丘
高
校
で

学
ん
だ
こ
と
、
経
験
し
た
こ
と
は
確
実
に
皆
さ
ん
の
力

と
な
り
、
心
身
と
も
に
成
長
し
て
い
る
、
と
保
健
室
か

ら
感
じ
て
い
ま
し
た
。

高
校
を
飛
び
出
す
と
一
気
に
世
界
は
変
わ
り
ま
す
。

恐
れ
ず
広
い
視
野
を
も
っ
て
様
々
な
経
験
を
し
て
く
だ

さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
何
事
に
も
身
体
が
資
本
で
す
。
心

と
身
体
を
労
わ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
ま
た
い
つ
か
元

気
な
姿
で
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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破
顔
一
笑

三
年
Ａ
組　

豊
島　

心
子
（
荻
窪
中
）

桜
が
咲
く
。
ひ
と
ひ
ら
の
花
び
ら
が
地

面
に
着
く
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
だ

ろ
う
か
。

感
情
を
制
御
す
る
の
は
得
意
な
方
だ
。

中
学
時
代
の
色
々
で
本
心
を
隠
す
こ
と
を

覚
え
、
入
学
し
て
か
ら
も
そ
れ
な
り
に
上

手
く
過
ご
し
て
い
た
と
思
う
。
し
か
し
、

あ
る
日
友
人
に
考
え
て
い
た
も
の
と
は
違

う
表
情
を
指
摘
さ
れ
た
。衝
撃
が
走
っ
た
。

自
分
の
知
ら
な
い
自
分
が
い
て
、
そ
れ
を

理
解
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
の
幸
せ

を
初
め
て
実
感
し
た
の
だ
。

ま
た
、
真
面
目
が
嫌
い
だ
っ
た
。
努
力

が
報
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
小
さ
な
プ

ラ
イ
ド
が
「
出
来
な
い
」
を
見
な
い
よ
う

に
し
な
が
ら
、
本
当
は
憧
れ
て
い
た
。
文

武
両
道
に
全
国
大
会
常
連
の
放
送
部
で
は

部
長
、
監
督
、
役
者
と
し
て
駆
け
ず
り
ま

わ
り
、定
期
試
験
の
勉
強
、文
芸
コ
ン
ク
ー

ル
に
も
熱
を
入
れ
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し

た
。
そ
し
て
気
が
つ
い
た
。
沢
山
の
初
め

て
に
戸
惑
い
な
が
ら
必
死
に
く
ら
い
つ
く

毎
日
に
は
、「
出
来
な
い
」
が
な
い
の
で

あ
る
。
や
れ
ば
で
き
る
、
こ
の
言
葉
に
限

る
。
勝
手
に
限
界
を
決
め
つ
け
て
誰
よ
り

も
私
を
理
解
し
て
い
な
い
の
は
自
分
自
身

だ
っ
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
は
挑
戦
す
る
こ
と
が
怖
く
な

く
な
っ
た
。
い
つ
か
限
界
に
出
会
う
ま
で

進
み
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
少
し
素
直
に
な
っ
た
。
ど
ん
な
意
見

も
受
け
と
め
て
、
一
緒
に
笑
っ
て
く
れ
る

友
人
、
先
生
方
と
出
会
え
た
こ
と
は
私
の

誇
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
生
意
気
な
娘
を

こ
こ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
は
感
謝

し
て
も
し
き
れ
な
い
。
皆
と
過
ご
す
高
校

生
活
は
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花
び
ら
は
笑
っ
た
。
そ
れ
は
素
晴
ら
し

い
旅
路
だ
っ
た
と
地
面
を
踏
み
し
め
て
歩

き
始
め
る
。

進
学
先
：
日
本
大
学
法
学
部
新
聞
学
科

野
球
中
毒
者
の
三
年
間

三
年
Ｊ
組　

大
川　

航
駿
（
小
平
六
中
）

「
私
の
三
年
間
の
思
い
出
は
部
活
動
と

勉
強
で
す
」
な
ん
て
い
う
定
型
文
か
ら
始

ま
る
文
で
は
、
つ
ま
ら
な
い
し
、
先
生
も

ま
さ
か
自
分
に
そ
ん
な
普
通
の
文
を
期
待

し
て
任
せ
た
わ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
「
普
通
」
と
い
う
も
の
は
何
よ
り

自
分
ら
し
く
な
い
気
が
す
る
の
で
、
卒
業

生
の
言
葉
で
も
自
由
気
ま
ま
に
好
き
な
文

を
書
か
せ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
好
き
と
は
言
っ
て
も
一
応
三
年

間
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
私

の
一
日
は
大
半
が
星
空
と
共
に
、
夏
で
も

若
干
の
白
け
た
空
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

日
が
登
ら
な
い
う
ち
に
目
覚
め
、
半
分

眠
っ
た
状
態
で
自
転
車
を
こ
ぎ
、
ま
だ
日

が
昇
っ
て
い
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
到
着
す

る
。こ
れ
が
毎
日
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
で
す
。

日
の
出
と
共
に
食
べ
た
母
の
目
玉
焼
き
弁

当
は
世
界
一
優
雅
な
朝
ご
は
ん
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
異

常
な
生
活
を
筆
頭
に
、
私
の
三
年
間
は
苦

し
い
こ
と
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
髪

を
切
る
こ
と
を
忘
れ
て
闇
の
中
朝
練
を
脱

走
す
る
奴
が
い
た
り
、
合
宿
で
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
の
場
所
を
間
違
え
て
全
員
で
先

輩
に
怒
ら
れ
た
り
、
学
校
で
の
笑
顔
か
ら

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、
津
田
先
生
に
叱

ら
れ
た
り
な
ど
思
い
出
せ
ば
キ
リ
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
毎
日
を
生
き
抜
く
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
つ
ら
い
生
活
の
中
に
楽

し
さ
を
見
出
す
プ
ロ
で
あ
る
野
球
部
の
仲

間
が
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
日
バ

カ
み
た
い
な
ス
イ
ン
グ
量
に
付
き
合
っ
て

く
れ
た
町
田
、
チ
ー
ム
に
つ
い
て
二
人
で

考
え
た
良
祐
、
一
緒
に
枯
れ
る
ま
で
全
力

で
声
を
出
し
続
け
た
勝
村
、そ
し
て
毎
朝
、

星
空
を
見
な
が
ら
練
習
を
し
た
前
田
と
海

斗
、
特
に
君
た
ち
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
大
会
も
学
校
行
事
も
な
く
な
り
、
こ

れ
か
ら
の
大
学
生
活
も
見
え
て
来
な
い

日
々
を
過
ご
す
私
た
ち
卒
業
生
に
野
球
部

で
毎
日
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
言
葉
を

送
り
ま
す
。

「
下
を
見
な
い
で
顔
を
上
げ
て
、
辛
い

こ
と
を
辛
い
顔
し
て
や
る
の
は
二
流
」

辛
い
毎
日
だ
け
ど
そ
れ
を
言
い
訳
に
し

て
も
始
ま
ら
な
い
！
高
く
跳
ぶ
前
に
は
長

い
助
走
が
必
要
で
す
！
ま
だ
先
が
見
え
な

い
毎
日
だ
け
ど
頑
張
ろ
う
！
野
球
中
毒
の

私
は
大
学
で
も
野
球
を
頑
張
り
ま
す
！

最
高
の
三
年
間
を
あ
り
が
と
う
！

進
学
先
：
法
政
大
学
社
会
学
部

　
　
　
　
メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科

  
　
︱
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　 
そ
し
て
後
輩
た
ち
へ
︱

卒
業
生
の
言
葉

卒
業
生
の
言
葉
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間
は
お
互
い
の
勉
強
を
教
え
合
う
こ
と
も

あ
る
が
、
く
だ
ら
な
い
話
を
し
て
大
笑
い

す
る
こ
と
も
あ
る
。
行
事
も
ど
の
ク
ラ
ス

よ
り
も
楽
し
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
い
た
。
勉
強
も
行
事
も
こ
れ
ほ
ど
充
実

で
き
た
こ
と
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
三
年
間
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
な

に
よ
り
も
多
く
の
人
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

様
々
な
人
と
の
出
会
い
が
私
の
充
実
の
源

に
な
り
、
ま
た
将
来
の
夢
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
と
感
じ
る
。
鶴
高
で
の
生
活
を
糧

に
し
つ
つ
大
学
で
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

進
学
先
：
上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部

　
　
　
　
看
護
学
科

成
長
、
感
謝
！

三
年
Ｎ
組　

橋
本　

夏
実（
東
村
山
四
中
）

こ
の
三
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
夢
中
に

な
れ
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
や
目
標
が

あ
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
な
の
だ
と
感
じ

る
。
そ
れ
ら
を
見
つ
け
ら
れ
た
私
は
唯
一

無
二
の
高
校
生
活
を
過
ご
し
た
。

一
番
は
部
活
動
で
あ
る
。
未
経
験
の
ス

ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
新
し
く
創
部
し
た
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

多
く
の
人
に
恵
ま
れ
た
三
年
間

三
年
Ｌ
組　

樋
口　

佳
芳（
石
神
井
東
中
）

私
の
鶴
高
で
の
三
年
間
は
、
長
い
よ
う

で
短
か
っ
た
。

三
年
間
の
一
日
一
日
は
と
て
も
長
く
感

じ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
今
こ
の
三
年
間

を
考
え
る
と
す
ご
く
短
い
と
思
え
る
。
も

ち
ろ
ん
勉
強
や
部
活
の
充
実
も
あ
る
が
、

な
に
よ
り
友
達
、
先
生
方
、
部
活
で
の
仲

間
な
ど
多
く
の
人
に
出
会
え
た
充
実
が
大

き
い
。

部
活
の
仲
間
と
は
家
族
よ
り
も
長
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ

ん
な
仲
間
の
支
え
が
な
け
れ
ば
、
部
活
を

途
中
で
諦
め
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
楽

し
い
時
も
厳
し
い
時
も
常
に
同
じ
時
間
を

過
ご
し
て
き
た
仲
間
は
か
け
が
え
の
な
い

も
の
だ
っ
た
。
人
と
の
関
わ
り
の
難
し
さ

も
楽
し
さ
も
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

特
に
高
校
三
年
生
で
は
人
の
支
え
、
人

と
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
た
。

一
般
受
験
ク
ラ
ス
を
選
ん
だ
私
に
は
勉
強

や
受
験
に
対
し
て
の
不
安
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
志
の
あ
る
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
出
会
え
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
違
う

目
標
を
持
ち
な
が
ら
も
、
お
互
い
を
応
援

し
、
支
え
合
う
ク
ラ
ス
だ
っ
た
。
休
み
時

テ
ィ
ン
グ
部
に
体
験
し
に
行
き
、
楽
し

か
っ
た
た
め
入
部
し
た
。
そ
こ
で
得
た
も

の
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
。
礼
儀
や
謙
虚

な
姿
勢
を
学
び
、
人
脈
が
広
が
り
、
全
国

大
会
で
銀
メ
ダ
ル
を
取
り
、
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
部
に
入
部
し
て
い
な
け
れ
ば

で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
経
験
を
数
え
切

れ
な
い
ほ
ど
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
途
中
伸

び
悩
ん
だ
時
期
は
と
て
も
辛
か
っ
た
が
、

先
生
の
言
葉
と
監
督
の
メ
ニ
ュ
ー
で
変
わ

れ
た
。
大
き
な
目
標
も
も
て
た
。
コ
ロ
ナ

に
よ
り
試
合
が
潰
れ
、
先
生
と
監
督
の
た

め
に
高
校
の
全
国
大
会
で
優
勝
す
る
と
い

う
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

日
々
の
練
習
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
こ

と
で
恩
返
し
た
い
。

部
活
動
だ
け
で
な
く
学
業
に
も
励
ん

だ
。
テ
ス
ト
期
間
に
も
部
活
動
が
あ
っ
た

り
と
時
間
は
と
て
も
少
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
自
分
の
性
格
を
利
用
し
て
勉
強
法
や

時
間
の
使
い
方
を
工
夫
し
た
。
そ
の
た
め

満
足
の
い
く
良
い
成
績
を
取
れ
た
し
勉
強

以
外
で
も
使
え
る
力
が
身
に
つ
い
た
。

私
が
三
年
間
自
分
の
目
標
に
目
を
向
け

優
先
で
き
た
の
は
両
親
、
先
生
方
、
友
だ

ち
、
部
員
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
か

げ
で
あ
り
、
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
。

高
校
生
活
を
通
し
て
少
し
誇
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
自
分
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
感
謝
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
こ

う
と
思
う
。

進
学
先
：
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
科
学
科

令和２年度　総合型・学校推薦型選抜合格者報告会
例年開催されているAO入試・公募

推薦入試合格者報告会が、今年度から
総合型・学校推薦型選抜合格者報告会
として名称を変えて実施されました。
コロナ禍の影響で従来の多目的ホール
での対面型発表ができず、鶴ヶ丘祭同
様YouTubeによる限定配信の形式での
報告となりました。

今回は学校推薦型選抜で合格した3
年生の中から、5名に合格体験談やア
ドバイスを語ってもらいました。事前
に作成してもらった資料をもとに声を
乗せ、1人あたり10分程度で試験内容
とその対策、志望動機、準備を始めた

時期、後輩へのアドバイスなどをまと
めて発表してもらいました。

・高梨　浩太
昭和音楽大学　音楽学部
　音楽芸術表現学科　合格

・田中　陽
北里大学　薬学部　薬学科　合格

・田中　優衣
聖路加国際大学　看護学部　合格

・須藤　明里
東京理科大学　理学部
　物理学科　合格

・橋本　夏実
早稲田大学　スポーツ科学部
　スポーツ科学科　合格
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第
一
学
年
を
振
り
返
っ
て

第
一
学
年
主
任

　
　
石
山
　
道
宏

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
一
月
の
十
九

日
で
す
。
東
京
都
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

数
が
全
然
減
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
書
い
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
始
ま
り
は
全
て
リ
モ
ー
ト
で

生
徒
は
登
校
し
た
く
て
も
登
校
出
来
ず
、
家
庭

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
し
て
ま
た
あ
と
少
し

で
年
度
も
終
了
と
い
う
段
階
で
感
染
拡
大
が
と

ま
り
ま
せ
ん
。
ま
た
リ
モ
ー
ト
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
と
思
う
と
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
生
徒
に
会
え
な
く
な
る
の
は
本
当
に
辛
い

で
す
。
担
任
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
生
徒
と
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
授
業
の
時
だ
け
で
す

が
、
生
徒
の
生
き
生
き
し
た
顔
を
見
て
い
る
だ

け
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
ま

た
…
。
こ
の
学
年
は
今
年
度
中
に
何
が
出
来
た

だ
ろ
う
？
何
を
し
て
あ
げ
ら
れ
た
だ
ろ
う
？
体

育
祭
は
い
つ
も
な
ら
縦
割
り
で
上
級
生
と
と
も

に
楽
し
め
た
は
ず
な
の
に
。
今
年
度
は
学
年
ご

と
で
更
に
三
分
割
し
て
行
わ
れ
、
楽
し
さ
が
半

分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
他
校
を

み
る
と
中
止
し
た
学
校
も
あ
り
、
そ
れ
を
考
え

る
と
出
来
た
だ
け
で
も
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
状
況
で
も
体
育
祭

を
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た
生
徒
会
の
先
生
方
、

体
育
科
の
先
生
方
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
鶴
ヶ
丘
祭
も
例
年
よ
り
規
模
を
縮

小
し
、
映
像
だ
け
で
の
実
施
で
し
た
。
せ
っ
か

く
作
っ
た
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
お
披
露
目
出
来

ず
虚
し
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
で
も
二
日
間
、
生
徒
た
ち
の
普
段
見

ら
れ
な
い
姿
が
見
ら
れ
た
の
は
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
体
育
祭
も
鶴
ヶ
丘

祭
も
例
年
通
り
出
来
る
こ
と
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
来
年
度
は
修
学
旅
行
が
あ
り
ま
す
。

カ
ナ
ダ
へ
は
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
が
国
内
で

す
ば
ら
し
い
体
験
が
た
く
さ
ん
出
来
る
と
こ

ろ
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
現
在
検
討
中
で
す
。

来
年
度
は
修
学
旅
行
に
向
け
た
事
前
学
習
を

し
っ
か
り
や
っ
て
思
う
存
分
楽
し
ん
で
も
ら
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
への
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
振
り
返
る

第
二
学
年
主
任

　
　
久
保
田
　
善
政

　

毎
朝
の
教
員
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
一
日
の

動
き
や
生
徒
へ
の
伝
達
事
項
等
を
確
認
し
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
学
年
主
任
と
し
て
ぜ
ひ
ク

ラ
ス
で
伝
え
て
欲
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
含
ま
れ

ま
す
。担
任
の
先
生
方
は
、私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
自
分
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
自
分
の
言
葉

で
ク
ラ
ス
で
語
り
ま
す
。
今
回
は
、
二
学
期
以

降
に
出
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
く
つ
か
振
り
返

り
ま
す
。

　

平
常
登
校
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
安
心
・
安

全
な
場
は
誰
か
が
作
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

「
学
校
内
や
登
下
校
中
で
感
染
し
な
い
さ
せ
な

い
た
め
に
、
考
え
て
行
動
を
。
す
べ
き
こ
と
、

気
を
付
け
た
ほ
う
が
よ
い
こ
と
、
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
、
お
互
い
を
守
る
た
め
に
お
互
い
に

協
力
し
よ
う
。」

　

全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
ク
ラ
ス
全
員
が
顔
を
あ
わ
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
出
始
め
る
？ 

見
捨
て

な
い
、
ば
か
に
し
な
い
、
足
を
引
っ
張
ら
な
い
、

お
互
い
に
気
に
掛
け
て
…
。何
か
あ
る
と
き
は
、

き
ち
ん
と
言
わ
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
、
人
と
は

な
か
な
か
面
倒
な
動
物
…
。」

　

リ
ア
ル
な
人
の
集
ま
り
の
場
で
学
べ
る
大
事

な
こ
と
。「
周
り
を
見
回
し
て
み
よ
う
。
気
の

合
う
人
だ
け
で
な
く
、
普
段
あ
ま
り
話
さ
な
い

人
も
同
じ
ク
ラ
ス
の
あ
な
た
の
仲
間
・
同
僚
。

あ
な
た
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
ま
す
。

お
互
い
様
で
す
。
無
理
し
て
仲
良
く
な
る
必
要

は
な
い
で
す
が
、
折
り
合
い
を
つ
け
て
、
気
に

か
け
て
、フ
ォ
ロ
ー
し
あ
う
。 

全
員
が
ち
ょ
っ

と
で
も
思
い
や
り
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
ク
ラ

ス
（
職
場
）
の
居
心
地
が
良
く
な
り
ま
す
。
社

会
人
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
で
す
！
」「
何
か

あ
れ
ば
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
早
め
に
相

談
を
！
」

　

鶴
ヶ
丘
祭
の
準
備
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
し

た
。「
人
間
関
係
…
ト
ラ
ブ
ル
…
、
や
ら
な
い
、

す
っ
ぽ
か
す
、
文
句
し
か
い
わ
な
い
…
。
人
は

関
係
（
縁
起
）
の
中
で
生
き
て
い
る
。
お
互
い

気
に
掛
け
て
、思
い
や
り
、誠
意
を
持
っ
て
…
。」

「
学
校
に
来
て
仲
間
と
場
を
共
有
し
…
、
こ
れ

が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
を
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
。“
今
こ
こ
”
を
大

切
に
！
」

　

進
路
や
大
学
受
験
を
意
識
し
て
…
。「
自
分

の
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
に
、“
今
こ
こ
で
”

で
き
る
こ
と
や
る
べ
き
こ
と
と
向
か
い
合
お

う
！
考
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
動
き
出
す

こ
と
が
大
事
で
す
。」

　

受
験
生
に
な
る
た
め
に
…
。「
毎
日
の
習
慣

と
時
間
の
使
い
方
を
確
認
し
よ
う
。
や
る
べ
き

こ
と
を
悪
習
慣
で
埋
め
て
い
ま
せ
ん
か
？　

良

い
習
慣
で
上
書
き
し
て
い
こ
う
。」「
意
思
の
力

で
変
え
る
の
は
大
変
。
勉
強
す
る
習
慣
の
確
立

の
た
め
に
、
環
境
を
整
え
る
、
変
え
る
こ
と
を

考
え
よ
う
。
場
所
を
変
え
る
、時
間
を
変
え
る
、

や
る
こ
と
の
順
番
を
変
え
る
こ
と
も
、
環
境
を

変
え
る
内
。」「
や
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
し

よ
う
。
学
校
で
や
る
、
友
達
と
や
る
、
気
の
散

る
も
の
を
遠
ざ
け
、
割
り
込
み
を
拒
否
、
ス
マ

ホ
を
机
上
に
置
か
な
い
、
通
知
を
全
て
切
る
。

や
る
気
が
起
き
な
い
と
き
は
、
三
分
で
い
い
の

で
と
に
か
く
始
め
る
。」

　

最
後
に
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
の
今
こ
そ

必
要
な
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。「
…
わ
か
ら

な
い
と
い
う
状
態
に
耐
え
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

ず
っ
と
、
い
つ
か
わ
か
っ
て
や
ろ
う
と
努
力
し

つ
づ
け
る
…
。
こ
の
姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
大
切
！
」

学
年
レ
ポ
ー
ト

　
令
和
二
年
度
こ
の
一
年
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三
学
年
を
振
り
返
っ
て

第
三
学
年
主
任

　
　
中
川
　
光

　

令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
生

涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
年
に
な
っ
た
。

次
々
と
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
た
激
動
の
令
和

二
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

☆
一
月
の
月
間
目
標

《
三
年
０
学
期
の
意
識
を
も
と
う
！
》

〇
一月
十
五
日
（
水
）
六
限
Ｌ
Ｈ
Ｒ　

学
年
集
会

内
容
：
①
学
年
主
任
挨
拶　

②
「
高
校
二
年

三
学
期
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」（
ベ
ネ
ッ

セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン　

小
川
舞
氏
）
③

「
一
月
英
検
全
員
受
験
に
む
け
て
」（
英
語
科　

蔦
原
玲
先
生
）

☆
二
月
の
月
間
目
標

《
三
年
〇
学
期
の
意
識
の
定
着
を
は
か
ろ
う
》

〇
二
月
六
日
（
木
）「
芸
術
鑑
賞
会
」（
劇
団
四

季
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
於
：
大
井
町
）

〇
二
月
二
十
一
日
（
金
）「
三
年
生
を
送
る
会
」

中
止

☆
三
月
の
月
間
目
標

《
勉
強
の
積
み
残
し
を
防
ご
う
》

〇
三
月
三
日
（
火
）
～
十
九
日
（
木
）
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
て
文
科
省
の

指
示
通
達
に
よ
り
「
臨
時
休
業
」
と
な
る
。

三
月
二
十
日
か
ら
春
休
み
開
始

☆
四
月
七
日
～
五
月
三
十
一
日

安
倍
首
相
が
緊
急
会
見
を
開
き
、
非
常
事
態

宣
言
を
発
令
。
休
校
要
請
に
よ
り
自
宅
学
習

☆
六
月
一
日

分
散
登
校
に
よ
る
今
学
期
初
登
校
放
送
に
お

い
て
校
長
挨
拶
、動
画
に
て
学
年
主
任
挨
拶
。

（『
鶴
報
』第
二
四
一
号　

八
～
九
頁　

参
照
）

〇
六
月
十
五
日
（
月
）・
十
八
日
（
木
）・

二
十
二
日
（
月
）
テ
ス
ト
①
実
施

☆
七
月
・
八
月
の
月
間
目
標

《
入
試
に
向
け
て
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
は
か
ろ

う
！
》

〇
七
月
二
日
（
木
）・
六
日
（
月
）・
九
日
（
木
）

テ
ス
ト
②
実
施

〇
七
月
十
三
日
（
月
）・
十
六
日
（
木
）・
二
十

日
（
月
）
テ
ス
ト
③
実
施

〇
七
月
二
十
一
日
～
三
十
一
日
（
木
）
体
育
実

技
な
ら
び
に
試
験
返
却
、Ｌ
Ｈ
Ｒ（
旗
作
成
）。

　

一
学
期
は
校
外
学
習
も
中
止
と
な
り
、
学
年

行
事
と
呼
べ
る
も
の
は
実
施
で
き
な
か
っ

た
。
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
長
時
間
校
内
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
三
密
を
防
ぐ
た

め
生
徒
同
士
で
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
は

か
る
こ
と
も
で
き
ず
、
こ
う
し
た
厳
し
い
条

件
下
で
学
年
と
し
て
最
初
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
た
の
が
、
各
ク
ラ
ス
の
旗
づ
く
り
で

あ
っ
た
。
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
さ
せ
ま
い
と
、
そ
の
対
策
に
悩
み
な
が
ら

も
何
と
か
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
十
分
に
時

間
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

物
足
り
な
い
気
は
す
る
が
、
そ
れ
が
七
月
末

の
状
況
を
如
実
に
表
わ
し
て
い
た
。
少
し
で

も
い
い
。や
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

果
敢
に
挑
ん
で
い
く
。
こ
の
考
え
は
今
も
変

わ
り
は
な
い
。

〇
八
月
八
日
（
土
）
一
学
期
終
業
式
、
例
年
と

は
異
な
る
短
い
夏
休
み
へ
。

☆
九
月
の
月
間
目
標

《
到
達
度
テ
ス
ト
で
結
果
を
出
す
》

〇
九
月
一
日
（
火
）
昼
食
開
始

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
机
の
上
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

て
黙
々
と
食
べ
る
。
生
徒
た
ち
が
個
々
に
意

識
を
も
っ
て
感
染
防
止
対
策
に
協
力
し
た
。

〇
九
月
三
日
（
木
）
校
長
面
接
開
始

十
月
二
十
日
ま
で
に
延
べ
人
数
に
し
て

二
四
二
名
が
面
接
を
受
け
た
。
実
施
す
る
に

際
し
て
校
務
の
忙
し
い
中
、
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

〇
九
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日　

基
礎
学
力
到

達
度
テ
ス
ト
実
施

　

昨
年
と
異
な
り
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施

さ
れ
た
。
大
き
な
混
乱
や
感
染
が
確
認
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
無
事
本
校
で
実
施
で
き
た
こ

と
に
安
堵
し
た
。

〇
九
月
二
十
九
日
（
火
）
体
育
祭

　

感
染
防
止
の
た
め
、
各
学
年
を
三
つ
の
班
に

分
け
て
実
施
。
種
目
は
「
綱
引
き
」・「
大
玉

送
り
」・「
大
縄
跳
び
」・「
追
っ
か
け
玉
入
れ
」

の
四
種
目
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り

に
生
徒
た
ち
の
元
気
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
。

☆
十
月
の
月
間
目
標

《
進
路
決
定
に
向
け
て
報
・
連
・
相
を
大
切
に

し
よ
う
！
》

　

日
本
大
学
付
属
推
薦
の
出
願
書
類
作
成
、
発

送
準
備
に
追
わ
れ
る
一
か
月
で
あ
っ
た
。
短

時
間
で
多
く
の
業
務
を
こ
な
す
こ
と
の
大
変

さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。

☆
十
一
月
の
月
間
目
標

《
面
接
準
備
、
受
験
勉
強
の
中
で
も
文
化
祭
、

期
末
試
験
が
今
月
あ
り
ま
す
！
一
日
一
日
を
大

切
に
過
ご
そ
う
！
》

〇
十
一
月
六
日
・
七
日　

鶴
ヶ
丘
祭

　

今
年
は
全
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
動
画
で
作
成

し
、
そ
れ
を
視
聴
す
る
形
で
実
施
さ
れ
た
。

各
ク
ラ
ス
動
画
は
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
多

か
っ
た
。
ま
た
生
徒
会
主
催
の
企
画
な
ら
び

に
文
化
部
の
動
画
作
品
も
本
当
に
苦
心
の
跡

が
窺
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

☆
十
二
月
の
月
間
目
標

《
初
心
に
立
ち
返
り
、
今
一
度
生
活
態
度
を
見

直
そ
う
！
》

☆
一
月
の
月
間
目
標

《
積
み
残
し
が
な
い
よ
う
に
自
主
的
な
行
動
を

心
掛
け
よ
う
！
》

〇
一
月
十
八
日　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
（
進
路
確
定
者
）

　
　

進
路
が
確
定
し
た
生
徒
を
対
象
に
企
業
訪

問
や
裁
判
傍
聴
、
水
族
館
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
な

ど
の
「
体
験
学
習
」
を
二
年
次
末
か
ら
企
画

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
実
施
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
新
た
な
案
と
し
て
学
年
副
主
任
の

谷
先
生
を
中
心
に
作
成
・
企
画
し
た
の
が
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
て
様
々
な
業
種
に
携
わ
っ

て
い
る
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

残
り
約
二
カ
月
、
高
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
、
大
学
進
学
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
生
涯
学
習
を
見
据

え
た
自
己
啓
発
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
。
多
く
の
生
徒
が
積
極
的
に
参

加
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

う
。

　
　

生
徒
が
登
校
す
る
日
が
残
り
わ
ず
か
と

な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

多
大
に
受
け
、
思
い
描
い
て
い
た
第
三
学
年

の
姿
と
は
異
な
る
一
年
と
な
っ
た
。
望
ん
で

い
た
学
年
企
画
が
十
分
実
施
で
き
な
か
っ
た

悔
し
さ
が
残
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
現
時
点
で

や
れ
る
こ
と
は
少
し
で
も
実
行
に
移
し
、
卒

業
の
日
を
迎
え
た
い
と
思
う
。
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■スキー部
▽全国・関東高等学校スキー大会東京都予選会
　（1/６～７　於：鹿沢スノーエリア）
　女子スラローム
　　第1３位　田口　真帆（1Ａ・大綱中）
　　第1８位　大門　由真（3Ｇ・立川四中）
　　第1９位　小澤知華子

（3Ａ・筑波大学付属中）
　　第２２位　佐藤　亜海（3Ｌ・西新宿中）
　　第２７位　西郷　姫奈（3Ａ・立川三中）
　　第２８位　浅原　美穂（２Ｇ・武蔵野五中）
　　第３1位　瀧　　彩絵（２Ｃ・武蔵野五中）
　　第３２位　斉尾　鈴香（1Ｈ・和泉中）
　　第３３位　村田莉々夏（２Ａ・三原台中）
　男子スラローム
　　第４位　植松　幹太

（1Ａ・埼玉大学教育学部附属中）
　　第４８位　横溝　大知（3Ｂ・大森四中）
　　第５３位　渡部　浩太（1Ｅ・青木中）
　　第５８位　新井　悠斗（3Ａ・三鷹五中）
　　第６２位　狩野　聖基（3Ｈ・品川学園）
　女子ジャイアントスラローム
　　第10位　田口　真帆
　　第1４位　小澤知華子
　　第1５位　大門　由真
　　第２４位　佐藤　亜海
　　第２６位　西郷　姫奈
　　第３1位　浅原　美穂
　　第３４位　神宮司日菜子（1Ｄ・三鷹五中）
　　第３５位　田中　　蒼（1Ａ・南瀬谷中）
　　第３６位　村田莉々夏
　　第３７位　瀧　　彩絵
　　第３８位　斉尾　鈴香
　　第４0位　田中　沙佳（２Ｂ・市川七中）
　　第４1位　星野　陽子（２Ｇ・目黒八中）
　男子ジャイアントスラローム
　　第７位　植松　幹太
　　第５0位　狩野　聖基
　　第５５位　渡部　浩太
　　第６0位　青柳　一樹（3Ｉ・松が谷中）
　　第６７位　新井　悠斗
　　第７４位　川田　澄人（２Ｋ・大森三中）
　　第８0位　杉山友季哉（1Ｄ・府中十中）
　　第101位　濵　　瑛次（1Ｊ・清明学園）
▽全国大会出場権獲得
　女子スラローム
　　田口　真帆
　男子スラローム・男子ジャイアントスラローム
　　植松　幹太
▽関東大会出場権獲得
　女子スラローム・女子ジャイアントスラローム
　　田口　真帆　　大門　由真
　　小澤知華子　　佐藤　亜海
　　西郷　姫奈
　男子スラローム・男子ジャイアントスラローム
　　植松　幹太
　男子スラローム
　　横溝　大知
　男子ジャイアントスラローム
　　狩野　聖基　　渡部　浩太

■陸上競技部
▽東京都高校新人大会第４支部予選会（9/1３）
　女子３000m
　　笹谷　柚遊（1K・松濤中）
　　　決勝11分0６秒0９　４位入賞
　　新道　彩子（1F・銀座中）
　　　決勝1２分３６秒1６　６位入賞
▽第３２回全国高等学校女子駅伝競走大会東京都

予選会（11/3）
　２５位　1時間２８分５３秒
　　1区　笹谷　柚遊
　　２区　山崎　結萌（1K・渋谷本町学園中）
　　3区　新道　彩子
　　４区　浅川　愛花（２L・代々木中）
　　5区　神保　涼花（1G・神代中）
▽第７1回全国高等学校男子駅伝競走大会東京都

予選会（11/２）
　４６位　２時間３５分３４秒
　　1区　山崎　統吾（２F・西中原中）
　　２区　後藤　遼太（２B・銀座中）
　　3区　飯髙　雄翔（1D・旭中）
　　４区　田村　友成（２D・田奈中）
　　5区　野澤　雅治（3B・南浦和中）
　　６区　水野　泰樹（２K・武蔵野四中）
　　７区　秋元　雄生（1H・芹が谷中）

■男子バスケットボール部
▽Tokyo Thanks Match ２0２0（9/1３～11/3）
　1回戦　本校４２－101都立野津田

▽新人戦 第２支部大会（10/２５～11/２２）
　1回戦　本校６３－６1都立南多摩中等
　２回戦　本校６５－７８八王子実践

■男子バレーボール部
▽全日本選手権大会一次予選（9/２２）
　1回戦　本校２－0麻布
　２回戦　本校0－２日大三
▽新人大会（11/8・２２）
　1回戦　本校２－0目黒
　２回戦　本校２－1多摩科学技術
　3回戦　本校２－1高輪
　４回戦　本校0－２日大豊山
▽私立高等学校選手権大会（1２/1３）
　1回戦　本校２－0日工大駒場
　２回戦　本校0－２城北

■アメリカンフットボール部
▽令和２年度東京都春季大会兼第４６回関東高校

アメリカンフットボール大会予選
　新型コロナウイルス感染症の蔓延により大会

中止
▽令和２年度東京都秋季大会兼第５1回全国高等

学校アメリカンフットボール選手権大会予選
（10/４～10/1８）

　２回戦　10月11日（日）@日大鶴ヶ丘高Gr.
　　本校７４－６日本大学豊山
　3回戦　10月1８日（日）@日大鶴ヶ丘高Gr.
　　本校1４－２1早稲田大学高等学院
　　東京都ベスト8
▽令和２年度のスティックボウル、ニューイヤー

ボウルは、新型コロナウイルス感染症の蔓延
により中止。

■男子ソフトテニス部
▽中野区春季大会（8/２）
　優勝
　　村田　勝翔（２D・川口中）
　　川口竜之介（3D・尾久八幡中）
▽２0２0 Tokyo Thanks Match兼東京選手権
　（8/11～1４）
　ベスト３２
　　林﨑　良太（２H・深沢中）
　　川口竜之介
▽新進大会（9/1３・２0・２1）
　ベスト３２
　　村田　勝翔
　　伊東　稜真（２A・清明学園）
▽Tokyo Challenge Match（10/２５、11/1・3・8）
　ベスト8
　　林﨑　良太
　　松井　優成（２I・新座五中）
▽新進団体戦兼東京インドア予選（11/1５・２２）
　ベスト8
　　坂口　祥梧（1F・日吉台西中）
　　大熊　　柊（２H・浜川中）
　　林﨑　良太　　松井　優成
　　村田　勝翔　　伊東　稜真
　　伊藤シュン（２E・深川八中）
　　餌取　孝亮（２E・深川一中）
▽東京インドア大会（1２/２８）
　出場（ベスト1６）
　　林﨑　良太　　松井　優成
　　村田　勝翔　　伊東　稜真
　　坂口　祥梧　　餌取　孝亮
　　大熊　　柊
　　江口　大樹（２H・武蔵野三中）

■女子ソフトテニス部
▽Tokyo Thanks Match兼東京選手権大会（8/9

～11）
　ベスト３２
　　藤原　美月（3G・稲城三中）・
　　杉野　海愛（3D・金井中）
▽東京私立高等学校選手権大会（8/1３～1５）
　ベスト1６
　　藤原　美月・杉野　海愛
▽新進大会（9/1３・２0～２２）
　ベスト６４
　　齋藤　光里（２H・深川第八中）・
　　佐々木美 （々２G・竪川中）
　　古賀　千尋（２D・宮前平中）・
　　福原　理子（２E・松渓中）
▽ 新 進 団 体 戦 兼 東 京 イ ン ド ア 予 選（10/２５・

11/1・3）
　ブロック優勝・東京インドア大会進出
▽東京インドア大会（1２/２７）
　ベスト1６

■バドミントン部
▽関東予選（団体）インターハイ予選（単複団体）

中止
▽多摩川地区高校生交流試合（8月）（3年生出

場）
▽第九支部大会・杉並区民体育祭（8月）中止
▽新人戦I部（複）（9/６～9/２２）
▽新人戦I部（団体）（11/２２～11/２９）
▽フジ杯多摩地区ジュニアダブルス大会（1２/２６

～２８）
▽冬季ブロック大会（団体）（1月）中止

■空手道部
▽東京都秋季大会（10/２５ 於：新宿区コズミック

センター　11/1　於：武蔵野の森スポーツプ
ラザ）

　女子団体形　　第3位（榎本・竹尾・今野）
　女子団体組手　第3位

（波多野・榎本・櫻井・竹尾・今野）
▽第２９回関東高等学校空手道選抜大会（緊急事態

宣言の影響により大会中止）
　女子団体形（榎本・竹尾・今野）
▽第４0回全国高等学校空手道選抜大会（開催予

定）
　出場決定種目　女子団体形　女子団体組手

■放送部
▽第４３回東京都高等学校文化祭放送部門
　（予選11/3、決勝11/２３）
　国立オリンピック記念青少年総合センター
　※非公開審査
　【オーディオメッセージ部門】
　　第3位　赤の激情
　　制作代表：左官　美咲（２Ｆ・晴海中）
　【オーディオドラマ部門】
　　第1位　理想郷
　　制作代表：田中　咲希（２Ｉ・千歳中）

※東京都教育委員会賞・東京私立中高協会
賞・NHK賞

　【ビデオドラマ部門】
　　第3位　ばいばい
　　制作代表：平田　悠乃（２Ｉ・足柄台中）

■演劇部
▽東京都城西地区大会（9/1２・1３）
　奨励賞受賞
▽笹塚小学校出張公演（11/２1）
▽東京都私立中学高等学校演劇発表会（1/1２～

1９）
　オンライン出場

■吹奏楽部
▽第４４回東京都吹奏楽アンサンブルコンテスト
（1/5・６）

　銀賞　クラリネット八重奏
　　坂口　美緒（3J・高井戸中）
　　井上　琴音（２H・西葛西中）
　　豊島さくら（２J・実践女子学園中）
　　福岡　千夏（２F・和田中）
　　満生　日向子（２G・調布四中）
　　金矢　美碧（1J・上石神井中）
　　桑田　愛菜（1K・狛江三中）
　　實丸　友羅（1H・生田中）
　銀賞　バリトンチューバ四重奏
　　日野　匠馬（２A・男山二中）
　　平野　結也（２F・中瀬中）
　　吉本　新菜（２I・三鷹六中）
　　小野　陽香（1K・千歳中）

■バトントワリング部
▽令和２年11月　鶴ヶ丘祭演技披露

■カラーガード部
▽令和２年5月　リモート動画作品撮影
　　　　　11月　鶴ヶ丘祭で動画作品を披露

■料理部
▽自家製味噌作り（8月）
▽料理部考案メニューお弁当販売（1９８食販売、

10/２２、２８、３0、11/5）
▽お弁当販売の売上の一部（３,９６0円）をTable For 

Twoに寄付（11月）
▽11月　インターエデュ掲載
▽1２月　料理検定＆菓子検定受検
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